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ⅠⅠⅠⅠ    はじめにはじめにはじめにはじめに    

 

 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正により、平成２０年

４月から、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況に

ついて点検及び評価を行い、結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとと

もに、公表しなければならないこととされました。教育委員会が自らの事務を点

検、評価することによって、効果的な教育行政の推進に資するとともに、住民へ

の説明責任を果たすことを目的としています。 

 大野市教育委員会では、法制度の趣旨に基づき、平成２０年度（平成１９年度

分の事業を対象）から報告書を作成して公表しています。 

今年度は平成２４年度事業の点検評価を実施し、その結果を本報告書にまとめ、

市議会に提出するとともに公表します。 

 

参考 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」抜粋 

第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第 1 項の規定に 

より教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項 

の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び 

執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し 

、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識 

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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ⅡⅡⅡⅡ    点検･評価について点検･評価について点検･評価について点検･評価について    

 

◆対象期間   平成２４年度（平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日） 

◆対象範囲   平成２４年度大野市教育方針に基づき実施した、大野市の事務

事業評価システム（※)の対象となった１２９事業（教育総務課４０、社会

教育課３６、文化課３１、スポーツ課２２）の中から、主要な２６事業（教

育総務課６、社会教育課７、文化課６、スポーツ課７）、 (うち２２事業は

前年度より継続)をこの評価の対象事業として選定しました。 

◆点検・評価の方法  事務事業評価システムの評価シートを活用するとともに、

学識経験を有する者の意見を聴取した上で、基本施策ごとに主要事業の実施

状況を点検及び評価しました。 

【対象事業一覧】         網掛け部分は昨年度評価対象とした事業 

基本施策 課等名 
点検及び評価を行う 

事務事業名 

事業費（千円） 

24 年度 

決算額 

23 年度 

決算額 
増減 

 

心豊かな 

人づくり 

教育総務課 ふるさと文化創造事業  530 819 -289 

教育総務課 適応指導教室事業 6,195 6,062 133 

教育総務課 活力ある学校づくり推進事業 3,543 3,193 350 

教育総務課 特別支援教育支援事業 (※1) 23,206 14,549 8,657 

教育総務課 小中学校連合音楽会事業 495 476 19 

教育総務課 学校生活サポート推進事業 115 308 -193 

社会教育課 生涯学習推進事業 705 879 -174 

社会教育課 生涯学習人材活用事業 1,133 1,144 -11 

社会教育課 青年活動推進事業 1,785 1,585 200 

社会教育課 放課後子ども教室事業 8,612 8,309 303 

社会教育課 ふるさと大野今昔物語事業 2,528 — 2,528 

公民館 地域・人づくり学習事業 5,521 5,293 228 

図書館 子どもの読書活動推進事業 1,015 976 39 

豊かな心を育てる

文化力の育成 

文化課 市美術展開催事業 674 633 41 

文化課 文化公演事業 7,135 4,278 2,857 

文化課 地域文化振興事業 469 474 -5 

文化課 文化財環境保全整備事業 534 512 22 

本願清水イトヨの里 イトヨ保護研究経費 855 350 505 

本願清水イトヨの里 イトヨの里保護啓発推進事業 293 1､060 -767 
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活力あふれる 

スポーツ社会の

実現 

スポーツ課 生涯スポーツ推進事業 2,210 2,210 0 

スポーツ課 越前大野名水マラソン開催事業 16,000 17,000 -1,000 

スポーツ課 各種大会開催事業 4,513 4,669 156 

スポーツ課 学校体育施設開放事業 6,538 6,396 142 

スポーツ課 スポーツ少年団育成事業補助 665 674 -9 

スポーツ課 全国大会等出場参加補助 1,285 1,453 -168 

スポーツ課 スポーツ交流大会開催事業補助 359 431 -72 

                             (※1)事業名変更 

※【事務事業評価システム】 

大野市では、事務事業評価システムを構築し、事務事業の整理合理化、経費全般

の節減合理化及び予算の適正な執行を図っています。 

 平成１９年度よりこのシステムを本格導入し、効率的・効果的な行政運営による

行政サービスの向上と職員の意識改革、評価結果の公表による市の行政運営の透明

性の向上を目指しています。 

 評価の仕方は、管理運営経費や国、県の補助事業などを除く主要事業について個

別に評価シートを作成し、事業について成果指標を設定し、公共関与の必要性や事

業の有効性、効率性を評価し、上位者による一次評価、二次評価により評価を行う

ものです。 

平成２３年度からは、それまで翌年度に行っていた評価を、進捗状況の確認や次

年度予算要求に反映できるよう、年度途中に評価を行うよう改善をしています。 

市の事務事業評価の対象になった教育委員会の全事業については、巻末の「平成

２４年度に事務事業評価の対象となった教育委員会関係の全事業」一覧表に掲載し

ました。
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◆「事務事業評価シート」の見方 

 

【担当者の評価】【担当者の評価】【担当者の評価】【担当者の評価】…各担当において評価 

市で実施している事務事業評価により、①公共関与の必要性、②有効性、③効

率性の３点から、評価をしました。 

 

① 公共関与の必要性…緊縮財政・行政改革の状況下で、市の関与を精査する   

ために記入。 

○市が関与する必要性の有無、税金を投入することが適切であるかどうか。 

 

② 有効性…目的達成に向けて事業が有効に働いたかどうかを記入。 

○市の政策や目的に一致しているほど有効性が高い。 

 

③ 効率性…実施した事業の手法や状況について記入。 

○市の費用をかけずに最大限の事業内容を行えれば、効率性が高い。 

 

【一次評価】【一次評価】【一次評価】【一次評価】…一次評価者（課、室長等）による総合評価 

【二次評価】【二次評価】【二次評価】【二次評価】…二次評価者（部、局長等）による総合評価 

①～③に基づく総合評価…事業の実施状況について総合的に判断して記入。 

 

 

評価基準 

  Ａ：適切（十分）に実施できた。 

  Ｂ：概ね適切（十分）に実施できた。 

  Ｃ：やや不適切（不十分）であった。 

  Ｄ：不適切（不十分）であった。 
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ⅢⅢⅢⅢ    平成平成平成平成２２２２４４４４年度大野市教育委員会の活動状況年度大野市教育委員会の活動状況年度大野市教育委員会の活動状況年度大野市教育委員会の活動状況    

 

１１１１    教育委員会の会議教育委員会の会議教育委員会の会議教育委員会の会議開催等の状況開催等の状況開催等の状況開催等の状況    

（１）大野市教育委員会委員（平成２４年４月１日） 

役  職 氏 名 職 業 

委員長 洞 口 幸 夫 無 職 

委員（委員長職務代理者） 清 水 美那子 会社員 

委員 山 川  秀 医 師 

委員 金 森 朗 子 無 職（保護者委員） 

委員（教育長） 松 田 公 二  

 

大野市教育委員会委員（平成２４年１０月１１日） 

役  職 氏 名 職 業 

委員長 洞 口 幸 夫 無 職 

委員（委員長職務代理者） 清 水 美那子 会社員 

委員 山 川  秀 医 師 

委員 妙 願 貴 子 無 職（保護者委員） 

委員（教育長） 松 田 公 二  

 

（２）教育委員会の開催状況 

 ・開催回数    １２回 （定例会１２回 臨時会０回） 

 ・議  案    ２０件  

 ・付議・報告事項 ４６件 

回 開催日 案件 
審議

結果 

１ 4 月 26 日 議案第１７号 大野市社会教育委員の選任について 

議案第１８号 大野市図書館協議会委員の選任について 

議案第１９号 専決処分の承認を求めることについて 

（要保護・準要保護児童生徒就学援助費支給事業実施要綱の制定） 

議案第２０号 専決処分の承認を求めることについて 

（教育委員会事務決裁規程の一部改正） 

原案 

可決 

・学校評価について 

・指定学校変更申請許可について 

・小中学校長と語る会について 
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回 開催日 案件 
審議

結果 

２ 5 月 30 日 
議案第２１号 大野市スポーツ推進審議会委員の選任について 

原案 

可決 

・大野市文化財保護審議委員会及び大野市博物館運営協議会

委員の選考基準について 
 

３ 6 月 26 日 議案なし  

・小中学校の児童・生徒数の推移について 

・学校給食の民間委託について 

・市指定文化財 田村又左衛門家屋敷の整備について 

・平成２５年度県への要望事項について 

・６月補正予算の審議結果・一般質問について 

・教育委員会所管施設の耐震診断の実施について 

・指定学校変更申請許可について 

・教育懇談会の開催について 

 

４ 7 月 30 日 議案なし  

・教育委員会点検・評価報告について 

・就学前の子どもの現状について 

・大野市公共施設再編方針について 

・視察研修について 

 

５ 8 月 27 日 議案なし  

・９月補正予算要求について 

・振興実施計画の策定に係る政策課題について 

・公共施設再編方針(案)について 

 

６ 9 月 26 日 議案なし  

・公共施設再編計画における和泉地区の施設について 

・市制６０周年の提案事業について 

・９月定例市議会の審議結果について 

・学校訪問の日程について 

 

７ 10月 23日 議案第２２号 大野市文化財保護審議会委員の選任について 

議案第２３号 大野市博物館運営協議会委員の選任について 

議案第２４号 大野市私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱

の一部改正について 

議案第２５号 大野市教育委員会の事務の管理及び執行状況

の点検・評価について 

議案第２６号 大野市公民館等嘱託職員（社会教育指導員）

の人事異動方針案の承認について 

原案 

可決 

・教育費平成２３年度決算の報告と決算特別委員会の審査結

果について 

・市長表彰の内申、報告について 

・指定学校変更申請許可について 
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回 開催日 案件 
審議

結果 

８ 11月 19日 議案なし  

・学校事故裁判の和解について 

・１２月補正予算要求について 
 

９ 12月 27日 議案第２７号 平成２５年度教職員人事異動方針について 
原案 

可決 

・文化会館のあり方や整備の方向性について 

・市議会１２月定例会の報告について 

・平成２５年度教育委員会の取組みについて 

・指定学校変更申請許可について 

・嘱託職員の募集について 

 

10 1 月 28 日 議案第１号 平成２４年度大野市社会教育功労被表彰者の承

認について 

議案第２号 大野市体育施設設置条例の一部を改正する条例

案について 

議案第３号 大野市体育施設管理運営規則の一部を改正する

規則案について 

原案 

可決 

・会議録のホームページでの公開について 

・傍聴のあり方について 

・指定学校変更申請許可について 

・平成２５年度大野市教育方針案について 

 

11 2 月 26 日 議案第４号 平成２５年度大野市教育方針の策定について 

議案第５号 大野市教育委員会傍聴人規則の一部を改正する

規則案について 

議案第６号 大野市教育委員会嘱託職員の任用に関する運用

基準について 

原案 

可決 

・幼保一体化について 

・旧蕨生小学校跡地等の活用について 

・指定学校変更申請許可について 

・感謝状贈呈式について 

・平成２４年度卒業式の案内について 

・平成２５年度予算の概要について 

 

12 3 月 28 日 
議案第７号 大野市教育委員会事務決裁規程の一部を改正す

る規程案について 

議案第８号 大野市ブックスタート事業実施要綱の一部を改

正する要綱案について 

議案第９号 大野市指定文化財の指定解除について 

原案 

可決 

・３月定例市議会審議結果について 

・平成２５年度人事異動について 

・指定学校変更申請許可について 
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２２２２    教育委員の活動状況教育委員の活動状況教育委員の活動状況教育委員の活動状況（教育委員会以外の主なものをあげてあります。）（教育委員会以外の主なものをあげてあります。）（教育委員会以外の主なものをあげてあります。）（教育委員会以外の主なものをあげてあります。）    

    

月 日 活動内容 

4 月 4 日 水 新採用・他管転入教職員等研修会(中会議室) 

5 月 27 日 日 第４８回越前大野名水マラソン 

6 月 22 日 金 校長会「教育委員と語る会」(職訓センター) 

6 月 24 日 日 第５５回市民総合体育大会陸上競技（ふれあい公園) 

6 月 30 日 土 青少年健全育成推進大会（めいりん） 

7 月 14 日 土 第２６回大野市小学生相撲選手権大会（エキサイト広場） 

8 月 1 日 水 教育懇談会 

8 月 20 日 月 「いじめ等問題行動をなくす」福井県全体会議(ﾌｪﾆｯｸｽﾌﾟﾗｻﾞ) 

8 月 24 日 金 大野市美術展開会式 

8 月 26 日 日 大野市美術展表彰式 

8 月 28 日 火 県女性教育委員研修会県教育長と語る会 

9 月 7 日 金 小学校連合体育大会（ふれあい公園） 

9 月 20 日 

21 日 

木 

金 
教育委員研修（兵庫県豊岡市、朝来市ほか） 

9 月 27 日 木 中学校連合音楽会（文化会館） 

〃 〃 奥越ブロック壮年リーダー研修会（めいりん） 

10 月 7 日 日 第１６回大野市スポーツレクレーション祭（エキサイト広場） 

10 月 10 日 

11 日 

水 

木 

東海北陸六県市町村教育委員会連合会理事総会（めいりん） 

〃         研修会（宝慶寺ほか） 

10 月 15 日 月 教育委員学校訪問(阪谷小、富田小、尚徳中、有終南小) 

10 月 17 日 水 小学校連合音楽会（文化会館） 

10 月 23 日 火 教育委員学校訪問(有終東小、小山小、開成中、下庄小、陽明中) 

10 月 25 日 

26 日 

木 

金 
全国市町教育委員会連合会第３回理事会（鹿児島） 

10 月 28 日 日 第４６回大野市総合文化祭中学校吹奏楽祭（文化会館） 

10 月 31 日 水 教育委員学校訪問（和泉小、和泉中） 

〃 〃 「いじめ等問題行動をなくす」福井県全体会議（県立大） 

11 月 5 日 月 教育委員学校訪問（有終西小・乾側小・上庄小・上庄中) 

11 月 18 日 日 第４７回奥越ふれあい駅伝大会（ふれあい公園） 

11 月 19 日 月 教育委員と市長の懇談会（横会議室） 

11 月 28 日 水 小学生ふるさと学習交流会（文化会館) 

1 月 13 日 日 成人式（文化会館） 
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月 日 活動内容 

2 月 3 日 日 第５６回市総体冬季スキー競技会（九頭竜スキー場ほか） 

3 月 2 日 土 第１９回ＩＺＵＭＩクロスカントリースキー大会（DINOU ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ) 

3 月 3 日 日 第３４回九頭竜スキー選手権大会（九頭竜スキー場） 

〃 〃 大野市生涯学習フォーラム（めいりん） 

3 月 12 日 火 市内中学校卒業式（４中学校） 

3 月 14 日 木 

市内小学校卒業式 （有終西・有終南・有終東・阪谷・富田） 

幼稚園卒園式（富田幼） 

3 月 15 日 金 我が家のお宝展（平蔵） 

  〃 〃 

市内小学校卒業式（小山・乾側・下庄・上庄・和泉）  

幼稚園卒園式（小山・上庄幼） 

3 月 28 日 木 退職教職員感謝状贈呈式（結とぴあ）  
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ⅣⅣⅣⅣ    教育委員会関係施策の実施の取組み教育委員会関係施策の実施の取組み教育委員会関係施策の実施の取組み教育委員会関係施策の実施の取組み 

 

１１１１    平成２平成２平成２平成２４４４４年度の教育方針年度の教育方針年度の教育方針年度の教育方針 

 

（前文）（前文）（前文）（前文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

この｢平成２４年度大野市教育方針｣（次頁参考）では、平成２２年度策定（計画

期間平成２３～３２年度）した大野市の最上位計画である「第五次大野市総合計画」

の基本施策の中の「心豊かな人づくり」、「豊かな心を育てる文化力の育成」、「活力

あふれるスポーツ社会の実現」の３つを教育方針の目標としました。 

その教育方針の目標を達成するために、教育委員会の課ごとに特に重要な事業を

点検評価対象事業として選定し、その実施状況を検証しました。 

 

以下、今年度の点検評価実施結果の概要について、各課の平成２４年度の「重点「重点「重点「重点

施策施策施策施策」」」」、｢｢｢｢重点的に取り組む重点的に取り組む重点的に取り組む重点的に取り組む事業事業事業事業｣｣｣｣、「「「「主要主要主要主要事業事業事業事業の実施状況の実施状況の実施状況の実施状況」」」」を報告します。 

また、各課において定めている〔成果指標〕〔成果指標〕〔成果指標〕〔成果指標〕の達成状況を記載しました。 

なお、第五次大野市総合計画で〔成果指標〕に掲げている項目については、前期

計画終了年（平成２７年度）の目標値も記載しています。 

更に、昨年度の評価委員会で指摘いただいた〔課題と今後の方向性〕〔課題と今後の方向性〕〔課題と今後の方向性〕〔課題と今後の方向性〕について、

記載しました。 

 

（参考） 

第五次大野市総合計画 

【基本施策】（関係分抜粋） 

○ 心豊かな人づくり        ・・・教育総務課、社会教育課 

○ 豊かな心を育てる文化力の育成  ・・・文化課 

○  活力あふれるスポーツ社会の実現 ・・・スポーツ課 

ふるさと大野の教育の普遍のバックボーンである大野市教育理念に基づき、古

来より大野の先人が培ってきた豊かな人間性をしっかりと受けとめ、学び合い、

優しく、賢く、たくましい大野人になること、そして大野人を育てることに努め

ます。 

 そのために、「ふるさとを知り・ふるさとを創る」活動を推進し、ふるさとに

関わる学習、地域参加活動を通して、人間関係力の向上に努めます。 



平成２４年度　平成２４年度　平成２４年度　平成２４年度　大野市教育方針大野市教育方針大野市教育方針大野市教育方針 大野市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　【】内は本年度目標

　本年度成果指標

　　　　　　　　　　　　　　（）内は第五次総合計画成果指標

　

11

教育理念

基本施策と重点施策（第五次総合計画） 本年度に重点的に取り組む事業

合言葉

○

・

・

○

・

○

・

○

・

伝統文化の継承・文化財の調査研究と普及啓発

市指定文化財「田村又左衛門家屋敷」の一般公開に向けた現況調査と設計業務を行う。

面谷鉱山跡地の試掘調査と歴史的価値について検証する。

大野市史通史編（上・下巻）の編集と、近代から現代までの歴史をまとめた「通史編下巻」を発刊する。

優れた文化芸術に触れ合う機会の提供と市民参加型事業の推進

市民団体が一般に広く公開する文化芸術活動に支援する。

市民が所有する美術工芸品などを掘り起こし、それらを活用した展示会を開催する。

オーケストラ演奏会や子どもを対象とした演劇を上演するなど、鑑賞の機会を提供する。

文化施設の適切な維持管理と展示内容の充実

博物館、本願清水イトヨの里、文化会館の適切な管理と来館者に親しまれる運営を行い、利用者の増加に努めとともに、博物館に

ついてはそのあり方について検討する。

文化会館の耐震化のあり方について検討する。

スポーツに触れる機会の充実

「結ステーション」を拠点に、第４８回越前大野名水マラソンを開催する。彩り運動への参加者やボランティアスタッフの増加を

図り、多くの参加者に、より満足していただけるような大会運営等を行う。

スポーツ教室「みんなでスポーツ」について、公民館や民間スポーツ施設と連携し、市民がより取り組みやすいメニューの提供に

努める。

競技スポーツの底辺拡大と競技者・指導者の育成支援

平成３０年の福井国体に向けて推進体制を検討するとともに、体育協会などと連携しジュニア育成事業や指導者講習会の開催、次

世代を担う競技者・指導者の育成、施設の適切な整備を行う。

学校やスポーツ団体との連携強化

体育協会、みんスポクラブなど関係機関と協力し、社会体育、学校体育、競技スポーツとの連携強化を図る。

Ｂ＆Ｇ海洋センター事業の推進

子どもたちが水辺で遊ぶ楽しさや水の怖さを学ぶことを目的に、カヌーを使った水辺の安全教室を継続して開催する。

市民がＢ＆Ｇ施設をより安全に利用できるよう、適切な維持管理を行う。

○めいりん講座開催数

　【24講座】

○図書館貸出冊数

　【137,000冊】（H27年度目標 140,000冊）

○図書館利用者数

　【4,500人】

○公民館講座・教室受講者数

　【17,100人】 （H27年度目標 17,500人）

○青年交流参加人数

　【70人】

○国際交流講座

　【5回】

◆特色ある学校づくり

◆生涯学習の推進

◆地域を担う人材養成

◆心豊かな青少年の育成

◆国際感覚のある人づくり

○

・

○

・

○

・

○

・

・

・

・

○

・

・

・

○

・

○

○

・

・

・

○

・

・

○

学校再編計画の推進

平成１６年の小中学校学校再編計画を検証するとともに、よりよい学習環境の実現に向けて市民の理解を得ながら進める。

よりよい教育環境の整備

全小中学校の空調設備の設置に向けて、効率的効果的な方式を検討する。

幼保一体化に向けた取組

幼稚園、保育園の一体化に向け、関係者の理解を得るとともに条件整備に取り組む。

学校の教育力の向上

特色ある学校づくりを支援し、各校の創意工夫を生かした教育実践の充実を図る。

市全体研修会の開催や中学校区内研修、校内研修を支援し、教員一人一人の指導力の向上を図る。

幼稚園・保育園、小学校、中学校間の連携の充実を図る。

奥越地区特別支援学校（仮称）の平成２５年度開校に向け、適切な就学指導への支援を図る。

ふるさとに関わる学習、地域参加活動の充実

小中学校で、ふるさとに関わる学習の充実を図る。

小学校４，５，６年生で、大野の先人の偉業を学ぶ道徳教育を実施する。

小学生による「ふるさと学習交流会」や、中学生による「みこし・ダンスパフォーマンス」を開催する。

キャリア教育の推進

１小学校、１中学校で保育体験を実施する。

学校給食調理業務の民間委託の推進

◆文化的遺産の保存と活用

◆文化芸術の振興

○

・

・

・

○

・

・

・

○

・

・

　ふるさと大野の教育の普遍のバック・ボーンである大野市教育理念に基づき、古来より大野の先人が培ってきた豊かな人間性をしっかりと受けとめ、学び合い、優しく、賢く、たくましい大野人に
なること、そして大野人を育てることに努めます。
　そのために、「ふるさとを知り・ふるさとを創る」活動を推進し、ふるさとに関わる学習、地域参加活動を通して、人間関係力の向上に努めます。

○名水マラソン参加者数

  【4,000人】（3,651人…23年度）

○みんなでスポーツ参加者数

　【1,800人】（H27年度目標 2,100人）

○スポーツ施設利用者数

　【250,000人】（H27年度目標 260,000人）

○スポーツ大会等での事故等発生件数

　【０件】

◆生涯スポーツの推進

◆競技力の向上

◆スポーツ施設の整備と充実

○全国学力・学習状況調査の平均正答率の向上

　【全小中学校】

○不登校児童生徒数の減少

　【全小中学校】

○「将来の夢や目標を持っている」児童生徒数割合

  の増加

　【全小中学校】

○ふるさとに関する学習」年間実施合計時間数

　【小学校：250時間】（H27年度目標 250時間以上）

　【中学校：280時間】（H27年度目標 280時間以上）

○学校給食調理業務民営の関係校の条件整備

　【４校】

生涯学習の推進

生涯学習センターでは、2年目を迎えた「めいりんで学ぶ日」の講座にシリーズものや体験型学習を採り入れた特色ある講座を開催

し、市民の学習活動を推進する。

「ふるさと大野今昔物語事業」において、ふるさとの歴史・伝統・文化が記録された写真等を収集保存し、市民の郷土学習の資料

として有効活用を図る。

図書館では、グリム童話誕生200年を記念した読み聞かせ事業や講演会事業を通して、物語にこめられた想いを伝え、子どもたちが

たくましく生き抜く力を学び、豊かな心を育む機会とする。

地域を担う人材養成

公民館では、子どもから高齢者まで気軽に集い、学ぶ機会を増やすとともに、ふるさと意識の向上につながる特色ある講座を開催

する。

青年組織の活動支援に重点を置き、地域に根ざした青年組織を育成する。

国際感覚のある人づくり

生涯学習センターや公民館では、ALT等を活用した講座・教室を開催し、国際理解を深める機会を提供する。

○市指定文化財件数

　【112件】（H27年度目標 115件）

○市が支援する文化公演などの回数

　【15回】（H27年度目標 16回）

○展示会への来場者数

　【1,000人】

○博物館来場者数

　【43,000人】

○イトヨの里の来場者数

　【11,600人】

市長部局との連携

○共に力を合わせる

ふるさとづくり

・男女共同参画社会の

推進

・人権尊重社会の実現

○食育に関する事業

○産業の人材育成

○子育て事業

明

倫

の

心

を

重

ん

じ

育

て

よ

う

大

野

人

活

力

あ

ふ

れ

る

ス

ポ

ー

ツ

社

会

の

実

現

心

豊

か

な
人

づ

く

り

豊

か

な

心

を

育

て

る

文

化

力

の

育

成

【】内は本年度目標

（）内は第五次総合計画成果指標

「「 「「

行行行行
うううう
人人人人」」 」」

もももも「「 「「

観観観観
るるるる
人人人人」」 」」

もももも「「 「「

支支支支

ええええ

るるるる

人人人人」」 」」

もももも

みみみみ

んんんん

なななな

がががが

主主主主

役役役役
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２２２２    点検点検点検点検評価実施結果の概要評価実施結果の概要評価実施結果の概要評価実施結果の概要 

 

（１）心豊かな人づくり 

 

教育総務課教育総務課教育総務課教育総務課 

 
【重点施策】【重点施策】【重点施策】【重点施策】 

◆ 特色ある学校づくり 

◆ 生涯学習の推進 

◆ 地域を担う人材養成 

◆ 心豊かな青少年の育成 

◆ 国際感覚のある人づくり 

 

〔〔〔〔主要事業の実施状況主要事業の実施状況主要事業の実施状況主要事業の実施状況〕〕〕〕 

①①①① ふるさと文化創造ふるさと文化創造ふるさと文化創造ふるさと文化創造事業事業事業事業 

○中学生みこしダンスパフォーマンス○中学生みこしダンスパフォーマンス○中学生みこしダンスパフォーマンス○中学生みこしダンスパフォーマンス     

平成２２年度から「おおの城まつり」において実施している事業で、平成２４

年度は、これまでの中学校１年生に加え、中学校３年生が参加して、内容の充実

が図られました。大野の四季をイメージした春夏秋冬４基のみこしを、４色の法

被をまとった市内５中学校の３年生全員で担ぎ、一方で、１年生全員が慣れ親し

んだ大野音頭をヒップホップ調にアレンジした曲に合わせてダンスを披露しまし

た。平成２４年度の参加生徒数は６５５人、市民、観光客合わせた見物客は約６，

０００人でした。 

このパフォーマンスに参加した生徒達は、競演や交流で盛り上がるだけでなく、

互いの力を合わせることで仲間との一体感や達成感が生まれ、人間関係力の向上

が図られました。また、こうした姿が、保護者だけでなく、集まった市民や観光

客にも大きな感動と力を与えました。 

○ふるさと学習交流会○ふるさと学習交流会○ふるさと学習交流会○ふるさと学習交流会  

平成２３年度より、ふるさとを知り、ふるさとを誇りに思う心を育てるため、

小学校３・４年生の児童が、校区や市に関する伝統文化、自然、産業、人々の活

動などについて、総合的な学習の時間や社会科、理科の授業等で学習した成果を

発表しました。平成２３年度に６校、平成２４年度には残り５校が発表を行いま

した。 

○「大野の宝○「大野の宝○「大野の宝○「大野の宝    先人に学ぶ」道徳読み物資料先人に学ぶ」道徳読み物資料先人に学ぶ」道徳読み物資料先人に学ぶ」道徳読み物資料    

 平成２２年度より、幕末の大野藩の財政を立て直した土井利忠公（４年生用）、

○学校再編計画の推進 

○よりよい教育環境の整備 

○幼保一体化に向けた取組 

○学校の教育力の向上 

○ふるさとに関わる学習、地

域参加活動の充実 

○キャリア教育の推進  

平成２４年度に平成２４年度に平成２４年度に平成２４年度に重点的に取り組む重点的に取り組む重点的に取り組む重点的に取り組む事業事業事業事業 
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産業振興に尽力した尾崎琴洞氏（５年生用）、城下町の基盤を作った金森長近公（６

年生用）の３人の先人を題材とした読み物冊子「大野の宝 先人に学ぶ」を各学

年４００冊作成し、全小学校において道徳資料として活用しました。 

        これらの３つの取組みから、第五次大野市総合計画で平成２７年度に目標とし

ている「ふるさとに関する学習」年間実施合計時間数（小学校は２５０時間、中

学校は８０時間以上）は、既に、全ての学校で達成しています。 

②②②② 適応指導教室事業適応指導教室事業適応指導教室事業適応指導教室事業 

青少年教育センターに指導員２人を配置しています。年間３回程度、全小中学

校を訪問し、気がかりな児童生徒に対して学校と情報交換を行い、個に応じた支

援を行っています。また、保護者を含む教育相談活動も行っています。平成２４

年度の実績は、来所相談２７件、電話相談６２件、訪問相談２８件です。 

その他、学習相談員を配置して、通所する不登校児童生徒の学力不足の解消支

援を行っています。（平成２４年度通所児童生徒３名） 

この適応指導教室は、問題を抱える児童生徒への自立支援を行うために必要な

組織です。 

③③③③ 活力ある学校づくり推進事業活力ある学校づくり推進事業活力ある学校づくり推進事業活力ある学校づくり推進事業 

各学校において、特色ある学校づくりをするために教育手法の工夫などを行う

教育活動へ支援を行っています。 

内容は、各学校の教職員の資質向上のための教育講演会、若手教員研修、教科

等別研修、授業力向上研修、自主研究サークルの育成及び「研究紀要」の編集な

どです。 

さらに、五中学校区研究実践として、中学校区ごとに幼・小・中の教職員が、

求められる教職員のあり方や「大野っ子」の育成に向けて、研修を深めています。 

④④④④    特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育推進推進推進推進事業事業事業事業（旧 特別支援教育支援員配置事業） 

公立幼稚園と小中学校に在籍する発達障害等を持つ園児・児童・生徒が、円滑

な学校生活を送ることができるように、学校に支援員を配置しています。 

平成２４年度は、特別支援学級在籍の特別支援学校判断相当児童生徒の支援を

行う就学支援員を８名、発達障害等を持つ児童生徒の支援を行う特別支援教育支

援員を１６人配置しました。また、日本語の理解が困難な外国子女等に支援を行

う外国人子女等支援員については、対象者がいなかったため、配置の必要はあり

ませんでした。 
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⑤⑤⑤⑤    小中学校連合音楽会事業小中学校連合音楽会事業小中学校連合音楽会事業小中学校連合音楽会事業 

 市内小中学生が一同に会し、合唱や演奏を互いに披露し鑑賞する事業で、小学

校は１０月１７日に、中学生は９月２７日にそれぞれ開催しました。 

小学校は６年生が中心となって、中学校は３年生が中心となり、全小中学校、

合計約６００人の児童生徒が参加し、お互いに大きな感動を分かち合いました。  

事業は、学校教職員で構成する実行委員会に委託しており、主な経費は、児童

生徒の送迎に係るバス借上げ料です。 

⑥⑥⑥⑥    学校生活サポート推進事業学校生活サポート推進事業学校生活サポート推進事業学校生活サポート推進事業 

学習指導要領の改訂により、小学校では社会や、自然や環境の中での直接体験

活動の充実が図られています。小学校の体験活動や学校生活を支援するため、地

域ボランティアを全学年対象に導入することにより、地域の力を生かした教育体

制の一層の充実を図り、子ども達が地域へ出て活動するきっかけづくりとします。 

主な経費は、ボランティアの飲物及び保険料です。平成２４年度のボランティ

ア登録者数（活用実績）は、１０校、３５６人でした。 

 

〔成果指標の達成状況〕〔成果指標の達成状況〕〔成果指標の達成状況〕〔成果指標の達成状況〕 

成果指標 Ｈ２４目標 Ｈ２４実績 Ｈ２７目標 

全国学力・学習状況調査の平均正答率

の向上 
全小中学校 

全小中学校 

において達成 
－ 

不登校児童生徒数の減少 全小中学校 
全小中学校 

において達成 
－ 

「将来の夢や目標を持っている」児童生徒

数割合の増加 
全小中学校 

全小中学校 

において達成 
－ 

「ふるさとに関する学習」年間実施合

計時間数 

小学校250時間以上 

中学校 80時間以上 

小学校250時間以上 

中学校 80時間以上 

小学校 250時間以上 

中学校 80時間以上 

 

〔課題と今後の方向性〕〔課題と今後の方向性〕〔課題と今後の方向性〕〔課題と今後の方向性〕 

①①①① ふるさと文化創造事業ふるさと文化創造事業ふるさと文化創造事業ふるさと文化創造事業 

  「中学生みこしダンスパフォーマンス」の課題としては、六間通りの改修工事

により、会場の一部が使用できなくなることでの運営面や生徒の安全面などの対

応が必要となります。 
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また、今後、生徒数の減少による参加体制の見直しなどの課題もありますが、

中学校みこし部会、部内担当者会、城まつり実行委員会などで検討を行い、円滑

な運営に努めていきます。 

そして、市職員や青年団体の協力により、多くの世代が交流するこの新たなふ

るさと文化が「創造」から「定着」そして「充実」、へと着実に進歩するよう支援

します。 

②②②② 適応指導教室事業適応指導教室事業適応指導教室事業適応指導教室事業 

  問題を抱える児童生徒への自立支援を行う組織です。不登校問題などに対処し

ており、対象児童生徒及び保護者のよりどころになっています。 

しかし、中には関わりを望まない児童生徒もいることから、一人一人の児童生

徒の状況に応じて支援を続けていくことが重要です。 

③③③③ 活力ある学校づくり推進事業活力ある学校づくり推進事業活力ある学校づくり推進事業活力ある学校づくり推進事業 

  これまで着実に事業を実施しており、教員の資質向上に寄与してきましたが、

近年、内容がマンネリ化する傾向にあります。 

  今後は、教育理念の具現化、特色ある学校づくりに向けて、従来の教育手法に

加えて新たな取り組み（ICT 機器の活用、デジタル教材の活用など）を進めてい

く必要があります。 

④④④④ 特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育支援支援支援支援事業事業事業事業（旧特別支援教育支援員配置事業） 

平成２５年４月、勝山市に奥越特別支援学校が開校しましたが、市内小中学校

への通学を希望する認定就学者のために、引き続き就学支援員は必要です。 

また、発達障害を持つ児童生徒など支援を必要とする児童生徒数が増加してお

り、各校の実情に応じて、支援員の配置を行っていきます。 

⑤⑤⑤⑤ 小中学校連合音楽会事業小中学校連合音楽会事業小中学校連合音楽会事業小中学校連合音楽会事業 

  将来的には、児童生徒数の減少から開催の見直しが必要となることが予想され

ますが、児童生徒の情操教育、音楽教育として効果的な事業であることから、教

職員による実行委員会で内容面の検討、協議を行い、事業を継続していきます。 

⑥⑥⑥⑥ 学校生活サポート推進事業学校生活サポート推進事業学校生活サポート推進事業学校生活サポート推進事業 

地域でボランティアとして協力できる人員には限りがあり、学校が必要として

いる場面や時間で必要人員を確保できないことが課題となっています。 

地域と連携した学校運営を進める点で、本事業は必要性が高く継続が必要であ

ることから、事業を周知し、ボランティアの確保に努めていきます。
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社会教育課社会教育課社会教育課社会教育課 

 
 
【重点施策】（再掲）【重点施策】（再掲）【重点施策】（再掲）【重点施策】（再掲） 

◆ 特色ある学校づくり 

◆ 生涯学習の推進 

◆ 地域を担う人材養成 

◆ 心豊かな青少年の育成 

◆ 国際感覚のある人づくり 

 
 
〔主要事業の実施状況〕〔主要事業の実施状況〕〔主要事業の実施状況〕〔主要事業の実施状況〕 

①①①① 生涯学習推進事業生涯学習推進事業生涯学習推進事業生涯学習推進事業 

生涯学習の重要性を広く啓発するとともに、学習の機会を提供し、生涯学習社

会の機運を高めるため、市民学校を１２回、めいりん講座を２４回開催しました。 

生涯学習フォーラムでは、「学びの舞台としての越前おおの」と題したパネル

ディスカッションを行い、学習意欲の向上を図りました。 

また、学習情報誌として「生涯学習ガイドブック」を１，０００部、関係機関

や市民に配布し啓発を行いました。 

さらに、生涯学習グループへの活動支援として、２グループに補助金を交付し

団体の育成を図りました。 

②②②② 生涯学習人材活用事業生涯学習人材活用事業生涯学習人材活用事業生涯学習人材活用事業 

生涯学習の指導者として登録した６２人を、団体やグループの学習活動、お出

かけほっとサロンの講師として派遣しています。 

平成２４年度の派遣回数は、２３８回で受講者は延べ６，１７１人でした。こ

のほか、登録者は、めいりん講座においても１６講座で講師を務めました。 

③③③③ 青年活動推進事業青年活動推進事業青年活動推進事業青年活動推進事業 

「大野青年連絡会」と「灯そう会」に事業を委託し、自主イベントの開催や各

種イベントへの積極的な参加など、地域の活性化、青年活動の活性化を図りまし

た。 

イベントの一つである若者交流事業「ろくろし友縁地」では、５４人の参加者

のうち３人が大野青年連絡会の新規会員になるなど、青年組織の拡大に向けての

成果も出ています。 

○生涯学習の推進 

○地域を担う人材養成 

○国際感覚のある人づくり 

平成２４年度に平成２４年度に平成２４年度に平成２４年度に重点的に取り組む重点的に取り組む重点的に取り組む重点的に取り組む事業事業事業事業 
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④④④④ 放課後子放課後子放課後子放課後子ども教室事業ども教室事業ども教室事業ども教室事業 

学校の空き教室、公民館等を活用して、上庄・小山・阪谷・乾側・富田の５小

学校区で実施しました。登録児童数は１７３人で、地域住民による実行委員会（事

務局；公民館）が主体となり、それぞれ特色ある教室運営を行いました。 

その成果が認められ、平成２０年度の上庄、平成２３年度の小山に続いて阪谷

放課後子ども教室が、「平成２４年度優れた地域による学校支援活動推進にかか

る文部科学大臣表彰」を受賞しました。 

⑤⑤⑤⑤ ふるさと大野今昔物語事業ふるさと大野今昔物語事業ふるさと大野今昔物語事業ふるさと大野今昔物語事業 

  この事業は、時代とともに失われつつある郷土の歴史、伝統、文化等が記録さ

れた写真等を収集、保存し、郷土学習等に活用しようと、平成２４年度から３年

計画で始めました。 

初年度である平成２４年度は、過疎化などで資料の散逸が懸念されている和泉、

五箇、西谷の３地区の収集を重点的に行い、２，０３６枚の貴重な写真等を収集

することができました。 

また、これらの写真等を生涯学習フォーラムなど各種イベントで展示し、収集

した写真等の活用と事業の広報に努めました。 

⑥⑥⑥⑥ 地域・人づくり学習事業地域・人づくり学習事業地域・人づくり学習事業地域・人づくり学習事業 

各公民館では、子どもから高齢者まで気軽に集い、学ぶ機会を増やすとともに、

特色ある講座・学級の開催や地域課題等への取組みを通して、市民力・地域力の

向上を図っています。平成２４年度は、全公民館で８３事業、８９０講座を開催

し、１７，１９６人の参加がありました。 

なお、この事業は、公民館ごとに１事業となっていますが、この「点検・評価

報告書」では、全公民館事業を合わせて１つの評価対象事業とし、９公民館の評

価シートを合わせて作成しています。 

⑦⑦⑦⑦ 子どもの読書活動推進事業子どもの読書活動推進事業子どもの読書活動推進事業子どもの読書活動推進事業 

  読書を通して乳幼児期の親子の関わりを深めるブックスタート事業では、  

年間２回、合計１７６組の親子に絵本の読み聞かせを行い、家庭での実践を呼び

かけました。  

また、子どもの読書の大切さを訴える講演会を開催し、幼児をもつ母親など約

１５０人の参加がありました。 
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〔成果指標の達成状況〕〔成果指標の達成状況〕〔成果指標の達成状況〕〔成果指標の達成状況〕 

 

成果指標 Ｈ２４目標 Ｈ２４実績 Ｈ２７目標 

めいりん講座開催数 ２４講座 ２４講座 － 

図書館貸出冊数 137,000冊 134,934冊 140,000冊 

図書館利用者数 4,500人 4,043人 － 

公民館講座・教室受講者数 17,100人 17,196人 17,500人 

青年交流参加者人数 ７０人 ５４人 － 

国際交流講座 ５回 ６回 － 

 
 
〔課題と今後の〔課題と今後の〔課題と今後の〔課題と今後の方向性〕方向性〕方向性〕方向性〕 

①①①① 生涯学習推進事業生涯学習推進事業生涯学習推進事業生涯学習推進事業 

  平成２４年度の講座開催目標数は達成されていますが、課題として、参加者が

固定化している傾向が見受けられます。多くの市民の参加が得られ、かつ、効果

的に学習できるよう講座内容や、広報の手法などについて改善していきます。 

②②②② 生涯学習人材活用事業生涯学習人材活用事業生涯学習人材活用事業生涯学習人材活用事業 

  団体等から派遣要望される講師の指名に偏りがみられることから、今後、登録

指導者研修会の内容を充実させ、指導者の資質向上を図ります。 

更に、市民の要望に応えるために、幅広く、特に若年層から指導者を発掘する

と共に、学習メニューの充実に努めていきます。 

また、登録者派遣回数については、回数増の要望もありますが、現状の１団体

２回以内を維持していきます。 

③③③③ 青年活動推進事業青年活動推進事業青年活動推進事業青年活動推進事業 

  青年活動を活発化するためには、新たな人材の確保が重要であり、若い人材に

どのように啓発していくかが課題となっています。 

  そのためには、活動参加のきっかけづくりとなる仕掛けを行うことが必要であ

り、平成２４年度の青年交流参加者人数は、目標値を下回っていることから「ろ

くろし友縁地」のような事業を継続していく必要があります。、 

また、既存組織の充実や他の青年団体との交流やネットワーク化にも取り組ん

でいきます。 
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④④④④ 放課後子ども教室事業放課後子ども教室事業放課後子ども教室事業放課後子ども教室事業 

  放課後を一人で過ごす児童には安心で安全な居場所の確保だけではなく、より

充実した支援内容が求められています。 

そのために、安全管理員のキャリア別の研修などを継続することや、各教室間

の情報交換を行い資質の向上を図るなど、よりよい環境づくりに努めていきます。 

また、各地域のふるさと文化の継承活動など地域の特性に応じた内容を取り入

れることも検討しています。 

⑤⑤⑤⑤ ふるさと大野今昔物語事業ふるさと大野今昔物語事業ふるさと大野今昔物語事業ふるさと大野今昔物語事業 

  収集・保存・整理した写真を高齢者サロンや福祉施設での展示、学校での郷土

学習資料や市制６０周年事業での展示など、結の人づくりや交流人口の増加によ

る中心市街地の活性化につながるよう積極的な活用を図っていきます。 

⑥⑥⑥⑥ 地域・人づくり学習事業地域・人づくり学習事業地域・人づくり学習事業地域・人づくり学習事業 

  公民館で開催する講座では、趣味的な講座への参加者は多く、学習や発表を求

められるような講座への参加は少ない傾向にあります。 

また、講座全般に受講者の固定化がみられます。地域課題を分析し、住民のニ

ーズにあった興味のもてるテーマを設定していく必要があります。 

⑦⑦⑦⑦ 子どもの読書活動推進事業子どもの読書活動推進事業子どもの読書活動推進事業子どもの読書活動推進事業 

  本年度からポリオワクチン接種を保健センターで行わなくなったことから、同

時開催していたブックスタート事業の実施会場を図書館に変更しました。 

図書館で開催することによって参加率が１０％程度下がったものの、一方で絵

本への関心が高まり、絵本の貸し出しや図書館の利用につながる成果が生まれま

した。 

今後は、事前に事業を知ってもらうために、母親の妊娠期や出産時期に合わせ

てチラシを配布するなど、きめ細やかな事業の周知を図っていきます。 

また、図書館の貸出冊数、図書館利用者数について、平成２４年度実績は目標

値を下回りました。図書館の貸出冊数については、第五次大野市総合計画の平成

２７年度目標値の１４０，０００冊を達成するよう、利用者の増とあわせて取り

組んでいきます。 
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（２）豊かな心を育てる文化力の育成 

 

文化課文化課文化課文化課 

 
【重点施策】【重点施策】【重点施策】【重点施策】 

◆ 文化的遺産の保存と活用 

◆ 文化芸術の振興 

 
 
[主要事業の実施状況] 

①①①① 市美術展開催事業市美術展開催事業市美術展開催事業市美術展開催事業 

昭和５５年から開催し、３３回目となる大野市美術展には、昨年度より９点多

い、３１１点の出品がありました。また、来場者も昨年度より１８９人多い１，

３８０人となりました。 

これは、展示会場をより多くの人が鑑賞しやすいように中心市街地の結ステー

ションに移動したことが一つの要因と考えています。 

また、表彰式では、受賞作品をスクリーンで紹介するなどの、より親しみやす

く分かりやすいものとなるよう工夫しました。 

②②②② 文化公演事業文化公演事業文化公演事業文化公演事業 

平成２４年度には、大野市出身の指揮者、齋藤一郎氏と京都市交響楽団のコン

サートをはじめ、劇団かかし座の影絵劇など１１事業を開催しました。 

齋藤一郎氏と京都市交響楽団のコンサートは、来場された市民から好評を得、

また、翌日に中学生を対象とした楽器演奏のクリニックを行うなど、一流の音楽

家と触れ合う機会を提供しました。 

また、子ども劇場の「劇団かかし座」の影絵劇では、公演のあとに、舞台裏が

見学できるバックヤードツアーを行いました。このように、教育委員会では、１

つの事業で２つ以上の効果が得られる取組みを行うよう努めています。 

そして、市民団体の自主的な文化活動（公演、展示会）を行う５団体の活動に

対して、補助を行いました。 

③③③③ 地域文化振興事業地域文化振興事業地域文化振興事業地域文化振興事業 

各家庭で保有している美術工芸品などの価値を見直し、市民に鑑賞の機会を提

供する「我が家のお宝展」を開催しました。 

○伝統文化の継承・文化財の調査

研究と普及啓発 

○優れた文化芸術に触れ合う機会

の提供と市民参加型事業の推進 

○文化施設の適切な維持管理と展

示内容の充実 

  

平成２４年度に平成２４年度に平成２４年度に平成２４年度に重点的に取り組む重点的に取り組む重点的に取り組む重点的に取り組む事業事業事業事業 
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できるだけ多くの方に来訪してもらえるように、会場を観光拠点となっている

平成大野屋平蔵とし、開催期間も、人出が多い七間朝市開きに合わせて行いまし

た。提供された作品５７点の、所有に至った経緯やエピソード、説明などをつけ

て展示しました。  

マスコミ等を活用して積極的に広報した結果、会期中は、１，８１７人と多く

の来場者がありました。 

④④④④ 文化財環境保全整備事業文化財環境保全整備事業文化財環境保全整備事業文化財環境保全整備事業 

  市内に残る文化財の保護啓発や管理等を行いました。平成２４年度は、市指定

文化財であった「南専寺山門」と「南専寺庭園」の２件が、県指定文化財に格上

げされました。 

大野市の文化財が県指定となるのは、平成６年以来、１９年ぶりのことで、市

内の県指定文化財は１５件に増加しました。県指定文化財となった２件の指定解

除を行った結果、市指定文化財の件数は、１０９件となりました。 

⑤⑤⑤⑤ イトヨ保護研究経費イトヨ保護研究経費イトヨ保護研究経費イトヨ保護研究経費 

  本願清水イトヨの里では、イトヨの生態や生息環境の調査研究を継続的に行っ

ています。また、市内の小、中学校児童生徒によるイトヨの観察、研究も長期に

わたり、指導や研究成果を発表するなど学校との連携も進んでいます。 

平成２４年度は、本願清水の雑魚駆除を行ったほか、市内の湧水地や河川など

イトヨの生息環境の保全に努めました。 

また、本願清水内に生け簀を設置して、ザリガニや雑魚などからイトヨを保護

し、イトヨの繁殖率がより高まるように努めました。 

そのほか、イトヨ以外の市内に生息する貴重な魚類の保護など水環境の保全に

も努めました。 

⑥⑥⑥⑥ イトヨ保護啓発推進事業イトヨ保護啓発推進事業イトヨ保護啓発推進事業イトヨ保護啓発推進事業 

  年間を通してイトヨの観察会をはじめ、特別展やシンポジウム、ビデオ上映会

など、合計７回開催しました。 

イトヨの観察会や稚魚放流会では、保育園児等に身近にイトヨと触れ合う機会

を設け、生き物を大切にする心の醸成に努めました。 

また、ＨＰの更新数（施設の話題提供）は大幅に更新しました。これは、イト

ヨ観察会や稚魚放流会、雑魚駆除などのイベントや話題がマスコミにも大いに取
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上げられ、情報発信が功を奏した結果と考えています。 

しかし、２４年度の入館者数は、平成１４年の開館以来、初めて１万人を割り

込む結果となり、平成２４年度目標値を大きく下回りました。これは、施設敷地

内での下水道工事や観察デッキの修繕など、見学に一部支障がでたことが、原因

の一つだと考えています。 

 

〔成果指標の達成状況〕〔成果指標の達成状況〕〔成果指標の達成状況〕〔成果指標の達成状況〕 

成果指標 Ｈ２４目標 Ｈ２４実績 Ｈ２７目標 

市指定文化財件数 １１２件 １０９件 １１５件 

市が支援する文化公演などの回数 １５回 １１回 １６回 

展示会への来場者数 1,000人 1,817人   － 

博物館来場者数 43,000人 45,397人   － 

イトヨの里の来場者数 11,600人 9,613人   － 

 

〔課題と今後の方向性〕〔課題と今後の方向性〕〔課題と今後の方向性〕〔課題と今後の方向性〕 

①①①① 市美術展開催事業市美術展開催事業市美術展開催事業市美術展開催事業 

第３０回以降、出品点数が３００点を超えるようになっており、今後は、この

数字を維持していきたいと考えています。出展数だけでなく、市外からの出品が

増えてきたことにより作品全体のレベルも上がっており、県美展に次ぐ美術展と

しての位置づけを目指していきたいと考えています。 

また、市外の来場者数の増加も期待して、開催期間を現在の３日間から５日間

程度までに延長することを検討しています。 

②②②② 文化公演事業文化公演事業文化公演事業文化公演事業 

平成２４年度に市が支援する文化公演の開催数が、減少しました。第五次大野

市総合計画で、平成２７年度に１６回の目標値を設定しており、回数増の取組み

を積極的に行う必要があります。公演回数の増加のために、減少した原因の聞き

取りや課題を検証すると共に、さらなる事業の PRに努めていきたいと考えてい

ます。 

また、新たな視点に立って、効果的な事業の見直しや、団体等への助言を行う

など、市民の文化芸術に対する意欲を高めていく必要があります。 
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③③③③ 地域文化振興事業地域文化振興事業地域文化振興事業地域文化振興事業 

  平成２３年度「市民所有の絵画展」、２４年度「我が家のお宝展」と新たな取

組みを行い、いずれも盛況となりました。市民が文化に親しむ風土を作るために

は、継続的に実施していくことが必要であると考えています。 

また、事業後のフォローアップも大切で、昨年度に掘り起こした市民所有の絵

画の活用方法についても検討していきます。 

今後は、長期的な視点で計画を立て、芸術を「見て、触れて、参加できる」事

業を企画していきたいと考えています。 

④④④④ 文化財環境保全整備事業文化財環境保全整備事業文化財環境保全整備事業文化財環境保全整備事業 

  第五次大野市総合計画で、平成２７年度に市指定文化財１１５件の目標値を設

定しており、今後、指定文化財となりうる候補の調査と掘り起しが必要です。そ

の際、どのように管理していくかもあわせて検討していかなければなりません。 

また、近年、所有者等より指定文化財の修繕の要望が増加しており、事業の見

直しも必要となっています。行政関与の範囲を検討するとともに、文化財関連補

助金にあっては、要綱制定など補助内容を明確化する必要があります。 

⑤⑤⑤⑤ イトヨ保護研究経費イトヨ保護研究経費イトヨ保護研究経費イトヨ保護研究経費 

イトヨの保護、増殖の取組みは大野市の水環境保全・湧水文化再生に繋がると

いっても過言ではありません。 

残念ながら、これまで生息数の増に至っていませんが、その原因の一つとして、

雑魚の増加と、湧水量の増加による下流への流失があります。 

このため、継続した雑魚駆除、更に大々的な駆除が必要ですが、湧水量の増加、

及びゲリラ豪雨による下流域への流失は、下流に堰を設けるなどハード面の整備

も検討する必要があると考えています。 

⑥⑥⑥⑥ イトヨ保護啓発推進事業イトヨ保護啓発推進事業イトヨ保護啓発推進事業イトヨ保護啓発推進事業 

  平成２４年度において入館者数が目標値を下回ったことから、入館者の増加を

目指した取組みが必要な状況です。報道機関によるイベントのＰＲや貸館機能を

活用した事業の誘致など、関係機関と連携を図り、これまで以上に誘客に努める

必要があります。 

また、本願清水とそこに生息するイトヨの保護だけではなく、大野市全体の水

文化を守るという面もさらにアピールしていきたいと考えています。
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（３）活力あふれるスポーツ社会の実現 

 

スポーツ課スポーツ課スポーツ課スポーツ課 

 

【重点施策】【重点施策】【重点施策】【重点施策】 

◆ 生涯スポーツの推進 

◆ 競技力の向上 

◆ スポーツ施設の整備と充実 

 

 

[主要事業の実施状況主要事業の実施状況主要事業の実施状況主要事業の実施状況] 

①①①① 生涯スポーツ推進事業生涯スポーツ推進事業生涯スポーツ推進事業生涯スポーツ推進事業 

市民の誰もが気軽にスポーツを実践できる機会を提供するため、次の各種大会、

スポーツ教室等を開催しました。 

・第１６回スポーツ・レクリエーション祭 

・第２１回スーパードッジボール大会 

・体力テスト（成人向け）     ・スポーツ教室「みんなでスポーツ」 

また、総合型地域スポーツクラブ「みんスポクラブ」の広報活動や教室等開催

時の会場使用に対する支援を行い、市民自らがスポーツに携わる意識の醸成に努

めた結果、今年度の目標値を越える１，８７１人の参加がありました。 

②②②② 越前大野名水マラソン開催事業越前大野名水マラソン開催事業越前大野名水マラソン開催事業越前大野名水マラソン開催事業 

４８回目となる本大会は、過去最高の４，１０７名のランナーの参加を得て開

催しました。そして、多数の市民がランナーとして、運営ボランティアとして参

加し、「名水のまち大野」を全国に PR する絶好の場となりました。 

また、オリンピック水泳競技メダリストの中村真衣氏をゲストランナーに迎え、

前日には水泳教室の指導者として、大会当日はスターター、ゲストランナーとし

て大会に花を添えていただきました。 

③③③③ 各種大会開催事業各種大会開催事業各種大会開催事業各種大会開催事業 

競技力の向上・競技スポーツの底辺拡大を図るため、次の大会を開催しました。 

・第４４回市民総合体育大会（夏季） ・第４９回奥越ふれあい駅伝大会 

・第２６回小学生相撲選手権大会   ・市長杯争奪高等学校野球大会 

・第５６回市民総合体育大会（冬季） ・第３４回九頭竜スキー選手権 

・第１８回ＩＺＵＭＩクロスカントリースキー大会 

 

○スポーツに触れる機会の充実 

○競技スポーツの底辺拡大と競技

者・指導者の育成支援 

○学校やスポーツ団体との連携強化 

○Ｂ＆Ｇ海洋センター事業の推進 

  

平成２４年度に平成２４年度に平成２４年度に平成２４年度に重点的に取り組む重点的に取り組む重点的に取り組む重点的に取り組む事業事業事業事業 
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・各種市民大会（２４種目） 

市民総合体育大会は、気軽に参加できるとともに、地区対抗方式であることか

ら、地域社会への参加意識を向上する絶好の機会となっています。 

また、奥越ふれあい駅伝大会や小学生相撲選手権大会は、毎年多くの参加者が

あり、市民に参加しやすい大会として定着しています。 

市長杯争奪高校野球大会は、技術力の向上と選手の交流による競技の活性化を

図るため、今年度より坂井市との共催で年２回の開催としました。 

④④④④ 学校体育施設開放事業学校体育施設開放事業学校体育施設開放事業学校体育施設開放事業 

楽しく安全にスポーツ活動ができる場として、身近な学校体育施設（小学校８

校、中学校４校）を市民に開放しています。 

この施設は、競技スポーツ以外に、生涯スポーツ、レクリエーション活動で多

くの市民に利用されており（平成２４年度利用者実績１４６，３５４人）、施設

管理員を委嘱し、施設の維持管理に努めました。 

⑤⑤⑤⑤ スポーツ少年団育成事業補助スポーツ少年団育成事業補助スポーツ少年団育成事業補助スポーツ少年団育成事業補助 

青少年の心身の健全な育成に寄与するため、スポーツ少年団の運営経費や団

員・指導者等の傷害保険料等を補助しています。 

なお、人口減少・少子化の背景の中で、スポーツ少年団の運営が問題となって

いますが、平成２４年度中に登録団が１つ結成し、市内のスポーツ少年団数は 

２９に増え、明るい話題を提供しました。 

⑥⑥⑥⑥ 全国大会等出場参加補助全国大会等出場参加補助全国大会等出場参加補助全国大会等出場参加補助 

全国大会等の出場選手の経費負担を軽減するため、経費の一部（小中学生は 

２分の１、一般は３分の１）を補助しています。 

平成２４年度の補助実績は次の１０競技、１６の全国大会と５つのブロック大

会に出場した個人および団体です。 

・バウンドテニス  ・軟式野球    ・ソフトボール  ・卓球 

 ・相撲       ・バレーボール  ・空手      ・バドミントン 

 ・スキー      ・スノーボード 

⑦⑦⑦⑦ スポーツ交流大会開催事業スポーツ交流大会開催事業スポーツ交流大会開催事業スポーツ交流大会開催事業 

県内外の優秀なチームを招いて、市内の宿泊を伴う大会を主催した競技団体等

に対し、大会運営費の一部を補助しました。平成２４年度の補助実績は、５大会、
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５団体、延べ７７７人でした。 

選手の技術力向上と関係者の競技スポーツに対する理解を深めるとともに、優

秀なチームとの交流を行うことで、市全体のスポーツの活性化を図りました。 

 

〔成果指標の達成状況〕〔成果指標の達成状況〕〔成果指標の達成状況〕〔成果指標の達成状況〕 

成果指標 Ｈ２４目標 Ｈ２４実績 Ｈ２７目標 

名水マラソン参加者数 4,000 人 4,107 人  4,300 人 

みんなでスポーツ参加者数 1,800 人 1,871 人 2,100 人 

スポーツ施設利用者数 250,000 人 264,040 人 260,000 人 

スポーツ大会等での事故等発生件数 0件 0件 0件 

 

〔課題と今後の方向性〕〔課題と今後の方向性〕〔課題と今後の方向性〕〔課題と今後の方向性〕 

①①①① 生涯スポーツ推進事業生涯スポーツ推進事業生涯スポーツ推進事業生涯スポーツ推進事業 

平成２４年度に参加希望者が定員に達せず、開催できなかったスポーツ教室が

ありました。特に、２０代から４０代の青・壮年世代の参加率が低調であり、こ

れは日常的にスポーツを実践する時間の確保が難しいことが原因の一つと考え

られます。 

このため、今後、市民の誰もが、いつまでもスポーツができるよう、教室の開

催時間・内容等について検討します。 

②②②② 越前大野名水マラソン開催事業越前大野名水マラソン開催事業越前大野名水マラソン開催事業越前大野名水マラソン開催事業 

今年度の大会は、近年のマラソンブームもあり過去最高の参加者を迎え、今年

度の目標値を上回りました。その一方で、運営ボランティアの人数確保が難しく、

沿道での交通整理やコース規制案内等に支障をきたしました。 

平成３０年福井しあわせ元気国体の開催を控え、大会の企画や運営、応援、ボ

ランティアとしての協力・参加への関心を高める方策を検討する必要があります。 

③③③③ 各種大会開催事業各種大会開催事業各種大会開催事業各種大会開催事業 

各種大会の中で、冬季の競技であるスキー大会（市民総合体育大会冬季大会・

九頭竜スキー選手権大会・ＩＺＵＭＩクロスカントリースキー大会）は、競技人

口・参加者の減少が顕著であり、冬季スポーツのあり方についての検討が急務と

なっています。 
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④④④④ 学校体育施設開放事業学校体育施設開放事業学校体育施設開放事業学校体育施設開放事業 

市民が地域で気軽にスポーツ、レクリエーション活動ができる場として定着し、

スポーツ施設利用者数は第五次総合計画の平成２７年度目標値を既にクリアし

ています。しかし、施設の収容能力はほぼ限界に近い状況です。 

更に、平成２５年度中には市役所新庁舎の建設工事に伴い、長年親しまれてき

た「市民グラウンド」の閉鎖が決定しており、この状況に拍車がかかることが予

想されます。 

また、老朽化による頻繁な修繕や、安全管理の確保など、学校施設管理者と連

携を密にしながら、利用しやすい環境づくりが急務となっています。 

⑤⑤⑤⑤ スポーツ少年団育成事業補助スポーツ少年団育成事業補助スポーツ少年団育成事業補助スポーツ少年団育成事業補助 

団員数が減少している中で、登録団数が１つ増えたことは、指導者をはじめ母

集団の熱心な活動の成果と考えられます。 

しかし、野球・バレーボール等の団体競技では、メンバーの確保に苦慮しチー

ム編成もままならない状況が広がりつつあります。 

スポーツ少年団活動は、青少年の心身の健全育成という目標のほか、全国規模

の大会で活躍できるジュニアアスリートの養成の場という役割を担っています。

急速に進む人口減少・少子化の中で、スポーツ少年団のあり方の再検討が必要と

なっています。 

⑥⑥⑥⑥ 全国大会等出場参加補助全国大会等出場参加補助全国大会等出場参加補助全国大会等出場参加補助 

この事業は、選手の育成に直接的に働きかけるものではありませんが、全国大

会等出場者の財政的負担を軽減することで、トップアスリートの育成に側面から

支援する事業として、今後も継続した取り組みが必要となっています。 

⑦⑦⑦⑦ スポーツ交流大会開催事業スポーツ交流大会開催事業スポーツ交流大会開催事業スポーツ交流大会開催事業 

市・県外の優秀なチームを招いて交流大会を開催することは、地元選手がレベ

ルの高い経験を積むことで技術力の向上が期待できます。 

また、平成３０年福井しあわせ元気国体の地元開催に向けて、市全体のスポー

ツイベントに対する参加意識の高揚を促すきっかけとなるよう、効果的な事業展

開が必要となっています。
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ⅤⅤⅤⅤ    学識経験者学識経験者学識経験者学識経験者の意見の意見の意見の意見    

    

１１１１    評価委員会評価委員会評価委員会評価委員会    

平成２０年４月から地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正によ

り、教育委員会に、その権限に属する事務の管理及び執行の状況についての点検及

び評価報告書を作成することが義務付けられた (第２７条)ところですが、併せて、

点検及び評価を行うに当たっては、教育に関する学識経験者の知見を活用すること

が求められています。（第２７条第２項）。 

法改正の主旨を踏まえ、大野市教育委員会では、次の方々に平成２５年度の『点

検・評価報告書』に関する意見をいただくこととしました。 

 

評価委員評価委員評価委員評価委員（敬称略） 

氏名 現職（元職） 専門分野等 

井上 武史 福井県立大学地域経済研究所講師 地方行政、事務事業評価 

小林 利剛 （図書館長、有終西小学校長） 学校教育、社会教育 

石原 里美 大野市美術展運営委員会委員 芸術・文化振興 

 

 

教育について学識経験を有する方の知見の活用については、点検及び評価の客観

性を確保するため、点検・評価報告書の内容に関し、学識経験者から意見を聴取す

る機会を設け、ご意見をいただくことになっています。 

大野市教育委員会では、平成２５年８月９日（金）に評価委員会を開催し、評価

委員の方々に、教育委員会の実施した事業について関係課長が事業内容の説明を行

った後、意見交換を行いました。 

この結果を踏まえ、教育委員会で作成した点検・評価報告書に対し、評価委員の

方々より次頁のとおりご意見をいただきました。 
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２２２２    点検評価報告書につい点検評価報告書につい点検評価報告書につい点検評価報告書についてててて    

    

福井県立大学地域経済研究所講師福井県立大学地域経済研究所講師福井県立大学地域経済研究所講師福井県立大学地域経済研究所講師    井上井上井上井上    武史武史武史武史    

    

  

意見を述べるのは今回で５回目になるが、事業だけでなく評価内容も着実に改善

されてきている。これまで指摘してきた意見を大野市が積極的に反映しながら、評

価時期を見直して現年度評価とするなど、全市を挙げて実効的な評価と市民への説

明責任を果たすための制度として改善を重ねてきた結果であると考えられる。まず、

この点について高く評価したい。 

その上で、今後改善を要する点もあると思われるので、細かい部分も含めていく

つか指摘する。 

まず、評価基準をＡからＤの４段階に分けて各事業の評価を行うことは良いのだ

が、Ｃ（やや不適切（不十分）であった）とＤ（不適切（不十分）であった）の評

価が教育委員会の所管事業に存在しないことである。すべての事業が良好な結果で

あったのは好ましいことだが、このことが評価帳票のなかで市民に十分な説得力を

持ってすべて説明されているとは限らない。そのため「自己評価が甘いのではない

か」「悪い部分を隠しているのではないか」との疑念を市民が抱く可能性もあり、

そうなると評価全体への信頼性を低下させる要因になりかねない。事業の問題点を

示すことは良否を判断する材料としてではなく、結果を次に活かすためのものとし

て捉えるべきである。 

このことに関連して、評価基準の重点化を提案したい。現行制度では①公共関与

の必要性、②有効性、③効率性の３つの視点から評価を行うことになっているが、

①と③は予算編成や議会審議の段階で慎重に吟味されているはずである。したがっ

て、①と③は予算の段階で高く評価されたとみなして、本帳票ではそれほど重視す

る必要はない。評価段階では何よりも事業の結果が問われるのだから、予算段階で

は分からない②が最も重要であろう。そこで、評価の際は有効性、とりわけ活動指

標や成果指標の状況に絞って評価してはどうだろうか。指標は数値で表現されるた

め、目標と結果の状況によってＡ～Ｄの評価を分かりやすく行うことができるよう

になる。 

もちろん公共関与の必要性や効率性の評価が不要というわけではない。しかし、

評価の意義や予算編成過程の存在を考えると、②により重点を置いた評価が必要で

あろう。 

次に、評価対象事業の選定については、昨年度も対象となった事業が大半となっ

ており、新たな事業が少ないことである。今回は教育委員会の全１２９事業のうち

２６事業が評価対象となっているが、このなかで昨年度も対象となったのが２２事

業と８割以上を占めている。確かに継続的に評価すべき事業もあるが、ややバラン
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スに欠けているのではないか。新たな対象事業が３割くらいあっても良いと考えら

れる。 

また、先の指摘とやや矛盾するが、数値目標に含まれない取り組みも積極的に評

価することも重要である。例えば、生涯学習や文化、スポーツについては、施設の

利用者や講座の受講者など参加者数の大きさが数値目標となっている。これらは分

かりやすいのだが、利用者や受講者の固定化・高齢化という現象が共通して進んで

おり、新たな利用者や受講者の開拓も数値目標には直結しないものの、長期的には

重要な課題になるだろう。今後、新たな利用者や受講者の開拓を実験的に行う取り

組みを積極的に実施し、それに対する評価も行っていただきたい。 

今回は３つの点を指摘した。大野市教育委員会の事業評価は市全体の評価の一部

となっているので、必要に応じて市全体の取り組みとして見直しを行う必要がある

だろう。教育委員会が市の評価担当部局との連携を深めることによって、さらに質

の高い評価へと進まれるよう期待したい。
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元有終西小学校長・元図書館長元有終西小学校長・元図書館長元有終西小学校長・元図書館長元有終西小学校長・元図書館長    小林小林小林小林    利剛利剛利剛利剛    

    

関係法令の一部改正に伴い、平成２０年度から実施されてきた事務管理及び執行

の点検・評価と、結果に関する作成された報告書について、今日まで年度を追うご

とに多くの改善がなされてきている。 

特に、今年度は、課題と今後の方向性について、それぞれの事業ごとに特記され

ている点、具体的で分かり易く、取組みに真摯な姿勢が表れていて評価できる。 

また、地域・人づくり学習事業が全ての公民館で実施されてきて久しい。今、改

善に向けて講座・学級の内容、開催の方法を見直す必要があると認識されている中

で、平成２４年度末の各公民館の嘱託職員の大幅な人事異動は特筆すべきであろう。

地域住民のニーズに十分に応えるという意味では、最初はマイナス面もあるかもし

れないが、事業の計画・立案に際し、新鮮な発想で取り組みことが出来る試金石に

なりそうに思える。 

今後は、５年をめどに人事交流を行う予定とのことであるが、その効果には大い

に期待している。 

評価対象事業についてみたとき、毎年どのように選定してきたのか疑問が残る。

文面では、「目標を達成するため、課ごとに特に重要な事業、市民が関心を持って

いる事業」となっているが、果たして理解されるだろうか。行政側に偏った事業の

選定のように取られはしまいか気がかりである。１２９事業の中には不適切（不十

分）な事業が隠れていそうに思える。 

細部になるが、「評価の仕方は管理運営経費や補助事業などを除く主要事業」と

設定しているが、補助事業を国県等補助事業と記すべきである。 

また、特別支援教育推進事業で各学校に配置される支援員の役割は、あくまでも

教師への支援であって、児童・生徒の指導者ではないことを明記すべきであろう。 
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大野市美術展実行委員大野市美術展実行委員大野市美術展実行委員大野市美術展実行委員    石原石原石原石原    里美里美里美里美    

    

大野市教育委員会の平成２５年度（平成２４年度分）の事業の管理及び執行状況

の点検・評価報告書は、重点施策をあげ、より分かり易く各課の事業に対する取り

組みが理解できる。今年度もまた個々の事業成果が高く評価されている。 

しかし、近年、評価の四段階を少々意識しすぎているのではないだろうか。シー

トの中で方向性に「現状維持」「見直し」「廃止」等８種類ある中「現状維持」が多

く、総合評価も「Ａ」に集中していることは気になるところだ。 

今回、社会教育課の実施している事業で、生涯学習人材活用などは、毎年、社会

的流行などにより人気のある講座等の内容が変わってくる。近年、特に健康志向に

中高年の多くが興味を持っていることもあり、登録している指導者にも偏りが出る

のは当然である。市民のいろんなニーズに応えるためには、多くの指導者の登録が

必要であると思う。若年層の指導者を増やすことも望ましいと思うが、一度、デー

タの収集、登録者へのアンケートなど指導者に対して前向きな対応もあっていいと

思う。そのためにも、一度、整理してみてはいかがなものだろうか。 

文化課の事業も文化公演、市美展等、他の課同様『市民を元気にする！』事業が

多い。今の時代、１年に多くの事業を行うよりも、少数でも質の高いものを提案し

てみてはどうであろう。大野市民の質を上げる必要があるのではないだろうか。老

若男女、いろんな年齢層と関わるのだから、一人でも多くの方が興味を持ち“参加

してみたい”と意欲を持てるような事業を進めて欲しい。 

『人が元気』をモットーにするならば、事業の方向性に自信を持ち、評価にとら

われず、長期化できるよう、また、更なる発展が望めるよう努めていただきたい。 

教育委員会に４課あるが、「教育委員会」と聞いただけで、市民が堅苦しく感じ

るようでは、いつになっても市民の関心を得るのは難しい。 

『明倫の心は、いつの時代においても
．．．．．．．．．．

変わらない大野の学びの原点
．．．．．

』ならば、常

にアンテナを市民全体に向けていただき、引き続き、市民を主体とした事業に取り

組んでいただけるよう願います。 
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ⅥⅥⅥⅥ    終わりに終わりに終わりに終わりに    

        

    

平成２５年度教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検・評価報告書の作成に

あたっては、平成２４年度中より各課課長補佐、係長による打ち合わせを５回行い、

点検・評価の考え方を念頭に置きながら準備を進めてきました。その中で、昨年度、

評価委員よりいただいた意見を参考にいくつかの改善を行いました。 

大きな改善内容としては、平成２４年度の報告書は、主要事業の〔実施状況〕の

記載にとどまっていましたが、新たに〔成果指標の達成状況〕、〔課題と今後の方向

性〕を追加しました。このことは、市民にとって分かり易いだけでなく、担当者に

とっても、実績に基づき課題を整理する良い機会となりました。 

また、画一的になっていた評価シートも、分かりやすい表現に改めました。 

評価委員会につきましては、８月に開催し、本年度の報告書について審議いただ

き、これらの改善について評価委員から評価を得ましたが、次の新たな指摘、提案

をいただきました。 

一つに、総合評価が、「Ａ」評価に集中している、「Ｃ」評価や「Ｄ」評価がない

ということ。 

二つに、有効性に重点を置いて評価をしてはどうかということ。 

三つに、評価対象事業の選定について、「偏っている」、「新規事業が少ない」、「数

値目標に含まれない事業の選定も検討してはどうか」といったことです。 

この報告書の評価シートは、大野市の事務事業評価システムのシートをそのまま

引用していることから、指摘事項の中には他部局と調整、協議の必要なものもあり

ますが、教育委員会内部の課題については、その解決に向けて取り組んでまいりま

す。特に、評価対象事業の選定については、「住民への説明責任を果たす」（本文１

頁）という目的達成のためにも、選定する対象事業を広げていく必要があると考え

ております。 

そのほか、事業内容についての貴重な提案もいただきましたので、事業を進める

中で反映させていただき、より良い事業となるよう改善してまいります。 
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関関関関    係係係係    法法法法    令令令令    

＜地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）＞＜地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）＞＜地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）＞＜地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）＞    

（平成１９年６月２７日改正 平成２０年４月１日施行） 

 （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２７条 教育委員会は、毎年その権限に属する事務（前条第１項の規定により教

育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定によ

り事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況につ

いて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出

するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

 

＜地方教育行政＜地方教育行政＜地方教育行政＜地方教育行政の組織の組織の組織の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律について及び運営に関する法律の一部を改正する法律について及び運営に関する法律の一部を改正する法律について及び運営に関する法律の一部を改正する法律について((((抜粋抜粋抜粋抜粋))))＞＞＞＞    

（１９文科初第５３５号 平成１９年７月３１日 文部科学事務次官通） 

第一 改正法の概要 

１ 教育委員会の責任体制の明確化 

(3) 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 

  教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、

公表しなければならないこととしたこと。点検及び評価を行うに当たっては、教

育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図ることとしたこと。(法第２７条） 

第二 留意事項 

１ 教育委員会の責任体制の明確化 

(3) 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 

① 今回の改正は、教育委員会がその権限に属する事務の管理及び執行の状況につ

いて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出し、公表する

ことにより、効果的な教育行政の推進に資するとともに、住民への説明責任を

果たしていく趣旨から行うものであること。 

② 現在、すでに各教育委員会において、教育に関する事務の管理及び執行の状況

について自ら点検及び評価を行い、その結果を議会に報告するなどの取組みを

行っている場合には、その手法を活用しつつ、適正に対応すること。 

③ 点検及び評価を行う際、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るこ

とについては、点検及び評価の客観性を確保するためのものであることを踏ま

え、例えば、点検及び評価の方法や結果について学識経験者から意見を聴取す

る機会を設けるなど、各教育委員会の判断で適切に対応すること。
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平成２４年度に事務事業評価の対象となった教育委員会関係の全事業平成２４年度に事務事業評価の対象となった教育委員会関係の全事業平成２４年度に事務事業評価の対象となった教育委員会関係の全事業平成２４年度に事務事業評価の対象となった教育委員会関係の全事業                （網掛けは・本年度評価対象事業）    

№ 担当課 事業名称 

事業費（千円）及び総合評価の比較 

平成 24年度 平成 23年度 平成 22年度 

事業費 二次評価 事業費 二次評価 事業費 二次評価 

１ 教育総務課 学校評議員制度運営経費 540 Ａ 570 Ａ 557 Ａ 

２ 教育総務課 ふるさと文化創造事業 530 Ａ 819 Ａ 1,098 Ａ 

３ 教育総務課 国際理解教育推進員配置事業 4,684 Ａ 5,673 Ａ 6,034 Ａ 

４ 教育総務課 適応指導教室事業 6,195 Ａ 6,062 Ａ 5,860 Ａ 

５ 教育総務課 非常勤講師配置事業 3,142 Ａ 3,982 Ａ 1,777 Ａ 

６ 教育総務課 心の教室相談員配置事業 6,336 Ａ 7,035 Ａ 2,251 Ａ 

７ 教育総務課 活力ある学校づくり推進事業 3,543 Ｂ 3,193 Ｂ 3,163 Ｂ 

８ 教育総務課 特別支援教育支援事業 ※１ 23,206 Ａ 14,549 Ａ 10,942 Ａ 

９ 教育総務課 スクールソーシャルワーカー配置事業 623 Ａ 720 Ａ -  

10 教育総務課 食育推進事業 273 Ｂ 216 Ａ 143 Ａ 

11 教育総務課 小中学校連合音楽会事業 495 Ｂ 476 Ａ 493 Ａ 

12 教育総務課 小学校連合体育大会事業 813 Ａ 900 Ａ 900 Ａ 

13 教育総務課 中学校体育実技研修事業 880 Ｂ 880 Ａ 880 Ａ 

14 教育総務課 (低学年)学校生活サポート推進事業 115 Ａ 308 Ａ 411 Ａ 

15 教育総務課 コア・ティーチャー養成事業 109 Ａ 330 Ａ 395 Ａ 

16 教育総務課 小中学校補導連絡協議会補助 70 Ｂ 42 Ａ 70 Ａ 

17 教育総務課 小中学校校長会補助 130 Ｂ 130 Ａ 130 Ａ 

18 教育総務課 小中学校教頭会補助 60 Ｂ 60 Ａ 60 Ａ 

19 教育総務課 特別支援教育研究会補助 60 Ｂ 60 Ａ 60 Ａ 

20 教育総務課 へき地・小規模教育研究会補助 60 Ｂ 60 Ａ 60 Ａ 

21 教育総務課 学校教育研究会補助 110 Ａ 110 Ａ 110 Ａ 
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22 教育総務課 小学校体育振興連盟各種大会参加補助 135 Ｂ 135 Ａ 135 Ａ 

23 教育総務課 中学校体育連盟各種大会参加補助 1,418 Ｂ 2700 Ａ 2,630 Ａ 

24 教育総務課 学校保健会大野分会補助 62 Ｂ 62 Ａ 62 Ａ 

25 教育総務課 大野高校定時制教育振興補助 255 Ｂ 255 Ａ 260 Ｂ 

26 教育総務課 児童・生徒全国大会等出場補助 1,164 Ａ 1,329 Ａ 1,661 Ａ 

27 教育総務課 日本スポーツ振興センター負担金 2,538 Ａ 2,625 Ａ 2,726 Ａ 

28 教育総務課 奥越地区中学校体育連盟負担金 658 Ｂ 658 Ａ 658 Ａ 

29 教育総務課 奥越地区学校結核対策委員会負担金 70 Ｂ 78 Ａ 71 Ａ 

30 教育総務課 自治体国際化協会会費 72 Ａ 72 Ａ 72 Ａ 

31 教育総務課 小学校スクールバス運行事業 12,242 Ａ 13,863 Ａ 7,436 Ａ 

32 教育総務課 養護学校就学措置事業 14,988 Ａ 14,942 Ａ 14,661 Ａ 

33 教育総務課 要保護・準要保護児童生徒就学援助事業(小) 8,413 Ａ 8,540 Ａ 7,124 Ａ 

34 教育総務課 特別支援教育就学奨励事業 1,096 Ａ 1,286 Ａ 1,004 Ａ 

35 教育総務課 遠距離通学補助 918 Ｂ 949 Ａ 923 Ａ 

36 教育総務課 中学校スクールバス運行事業 12,458 Ａ 13,405 Ａ 13,396 Ａ 

37 教育総務課 要保護・準要保護児童生徒就学援助事業(中) 9,183 Ａ 10,234 Ａ 7,543 Ａ 

38 教育総務課 特別支援教育就学奨励事業 498 Ａ 265 Ａ 615 Ａ 

39 教育総務課 私立幼稚園就園奨励費補助 2,856 Ａ 3,253 Ａ 2,973 Ａ 

40 教育総務課 私立幼稚園振興補助 683 Ａ 882 Ａ 648 Ａ 

以上・教育総務課分４０事業                                     （※１）事業名変更 

№ 担当課 事業名称 

事業費（千円）及び総合評価の比較 

平成 24年度 平成 23年度 平成 22年度 

事業費 二次評価 事業費 二次評価 事業費 二次評価 

41 社会教育課 青少年問題協議会経費 92 Ａ 77 Ｂ 76 Ｂ 

42 社会教育課 生涯学習人材活用事業 1,133 Ａ 1,144 Ａ 1,066  
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43 社会教育課 生涯学習推進事業 705 Ｂ    879 Ｂ 792 Ｂ 

44 社会教育課 家庭教育推進事業 168 Ｂ 239 Ｂ 162 Ｂ 

45 社会教育課 少年教育推進事業 307 Ａ 283 Ｂ 683 Ｂ 

46 社会教育課 青年活動推進事業 1,785 Ａ 1,585 Ａ 1,085 Ｂ 

47 社会教育課 青少年健全育成推進事業 1,600 Ａ 1,700 Ｂ 1,700 Ａ 

48 社会教育課 成人式事業 1,026 Ａ 976 Ａ 1,032 Ｂ 

49 社会教育課 ふるさと大野今昔物語事業（新規） 2,528 Ａ     

50 社会教育課 まちむらづくり運動推進事業 886 Ａ 885 Ｂ 883 Ｂ 

51 社会教育課 人権同和教育推進事業 449 Ａ 426 Ｂ 429 Ｂ 

52 社会教育課 視聴覚教育・ＩＴ活用推進事業 414 Ｂ 562 Ｂ 408 Ｂ 

53 社会教育課 放課後子ども教室事業 8,612 Ｂ 8,309 Ａ 8,496 Ａ 

54 社会教育課 こころの豊かさ再発見事業 56 Ａ 45 Ｂ 9,350 Ｂ 

55 社会教育課 連合ふわわ女性の会補助 720 Ｂ 720 Ｂ 720 Ｂ 

56 社会教育課 ＰＴＡ連合会補助 190 Ｂ 190 Ｂ 190 Ｂ 

57 社会教育課 ボーイスカウト補助 116 Ｂ 116 Ｂ 116 Ｂ 

58 社会教育課 子ども会育成連合会補助 180 Ａ 180 Ｂ 180 Ｂ 

59 社会教育課 壮年団体連絡協議会補助 280 Ａ 180 Ｂ 180 Ｂ 

60 社会教育課 生活学校補助 80 Ｂ 80 Ｂ 80 Ｂ 

61 社会教育課 男女共同参画ネットワーク補助 180 Ｂ 180 Ａ 180 Ｂ 

62 社会教育課 全国生涯学習市町村協議会会費 30 Ｂ 30 Ｂ 30 Ｂ 

63 社会教育課 地区団体連絡協議会活動促進補助 8,500 Ａ 8,500 Ｂ 8,259 Ｂ 

64 大野公民館 地域・人づくり学習事業 1,290 Ａ  Ｂ   

65 下庄公民館 地域・人づくり学習事業 373 Ａ  Ａ   

66 乾側公民館 地域・人づくり学習事業 446 Ａ  Ｂ   

67 小山公民館 地域・人づくり学習事業 520 Ａ  Ａ   
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68 上庄公民館 地域・人づくり学習事業 604 Ｂ  Ｂ   

69 富田公民館 地域・人づくり学習事業 699 Ａ  Ａ   

70 阪谷公民館 地域・人づくり学習事業 672 Ａ  Ａ   

71 五箇公民館 地域・人づくり学習事業 257 Ａ  Ａ   

72 和泉公民館 地域・人づくり学習事業 664 Ａ  Ｂ   

  地域・人づくり学習事業（全公民館計） (5,525) Ａ (5,393) Ｂ (5,075) Ｂ 

73 図書館 読書推進事業 578 Ａ 371 Ｂ 370 Ｂ 

74 図書館 子どもの読書活動推進事業 1,015 Ａ 976 Ａ 975 Ａ 

75 図書館 日本図書館協会負担金 37 Ａ 37 Ｂ 37 Ｂ 

76 図書館 福井県郷土史懇談会負担金 4 Ｂ 4 Ｂ 4 Ｂ 

以上・社会教育課分３６事業 

№ 担当課 事業名称 

事業費（千円）及び総合評価の比較 

平成 24年度 平成 23年度 平成 22年度 

事業費 二次評価 事業費 二次評価 事業費 二次評価 

77 文化課 市美術展開催事業 674 Ｂ 633 Ａ 508 Ａ 

78 文化課 市総合文化祭開催事業 1,170 Ｂ 1,142 Ａ 1,142 Ａ 

79 文化課 文化発信事業 862 Ａ 2,500 Ａ 1,251 Ａ 

80 大野公民館 文化講座開催事業 220 Ａ  Ａ   

81 下庄公民館 文化講座開催事業 75 Ｂ  Ａ   

82 乾側公民館 文化講座開催事業 126 Ｂ  Ａ   

83 小山公民館 文化講座開催事業 133 Ａ  Ａ   

84 上庄公民館 文化講座開催事業 175 Ａ  Ａ   

85 富田公民館 文化講座開催事業 156 Ｂ  Ａ   

86 阪谷公民館 文化講座開催事業 81 Ｂ  Ａ   

87 五箇公民館 文化講座開催事業 79 Ｂ  Ａ   
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88 和泉公民館 文化講座開催事業 56 Ａ  Ａ   

  文化講座開催事業（全公民館計） (1,101) (Ｂ) (946)  (896)  

89 文化課 文化公演事業 7,135 Ｂ 4,278 Ａ 3,496 Ａ 

90 文化課 地域文化振興事業 469 Ｂ 474 Ａ - - 

91 文化課 高等学校全国大会出場激励費 60 Ｂ 0 Ａ 0 Ｂ 

92 文化課 文化協会補助 180 Ｂ 180 Ａ 180 Ａ 

93 文化課 文化団体全国大会派遣事業補助 110 Ｂ 0 Ａ 14 Ａ 

94 文化課 文化財保護審議会経費 331 Ｂ 541 Ａ 286 Ａ 

95 文化課 歴史的建造物保存整備事業 5,040 Ａ 3,571 - 1,115 - 

96 文化課 文化財環境保全整備事業 534 Ｂ 512 - 891 - 

97 文化課 歴史民俗資料整備事業 0 Ｂ 300 - 0 - 

98 文化課 埋蔵文化財発掘調査事業 113 Ｂ 206 Ａ 52 Ａ 

99 文化課 無形文化財保存育成事業補助 340 Ａ 340 Ａ 370 Ａ 

100 文化課 全史協北信越地区協議会負担金 10 Ｂ 10 Ｂ 10 Ｂ 

101 文化課 全国史跡整備市町村協議会負担金 40 Ｂ 40 Ｂ 40 Ｂ 

102 文化課 全国民俗芸能保存振興市町村連盟会費 15 Ａ 15 Ｂ - - 

103 市史編さん室 市史編さん事業 10,225 Ｂ 8,027 Ａ 8,547 Ｂ 

104 市史編さん室 市史発刊事業 6,651 Ａ - - - - 

105 本願清水イトヨの里 イトヨ保護研究事業 855 Ａ 351 Ａ 363 Ａ 

106 本願清水イトヨの里 イトヨ保護啓発推進事業 293 Ｂ 1,060 Ａ 425 Ａ 

107 博物館 全国城郭管理者協議会負担金 25 Ａ 25 Ｂ 25 Ｂ 

以上・文化課分３１事業 

№ 担当課 事業名称 

事業費（千円）及び総合評価の比較 

平成 24年度 平成 23年度 平成 22年度 

事業費 二次評価 事業費 二次評価 事業費 二次評価 
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108 スポーツ課 スポーツ推進委員会経費 1,416 Ａ 693 Ｂ 998 Ｂ 

109 スポーツ課 生涯スポーツ推進事業 2,210 Ｂ 2,210 Ｂ 2,096 Ｂ 

110 大野公民館 生涯スポーツ推進事業 0 Ａ 0  0  

111 下庄公民館 生涯スポーツ推進事業 0 Ａ 0  0  

112 上庄公民館 生涯スポーツ推進事業 0 Ａ 0  0  

113 小山公民館 生涯スポーツ推進事業 0 Ａ 0  0  

114 富田公民館 生涯スポーツ推進事業 0 Ａ 0  0  

115 五箇公民館 生涯スポーツ推進事業 0 Ｂ 0  0  

116 スポーツ課 越前大野名水マラソン開催事業 16,000 Ａ 17,000 Ａ 13,419 Ａ 

117 スポーツ課 各種大会開催事業 4,513 Ｂ 4,669 Ａ 4,529 Ａ 

118 スポーツ課 学校体育施設開放事業 6,538 Ａ 6,396 Ａ 6,386 Ａ 

119 スポーツ課 競技力向上対策事業 4,288 Ａ 4,232 Ａ 3,873 Ａ 

120 スポーツ課 全国大会等出場激励費 655 Ａ 670 Ａ 315 Ａ 

121 スポーツ課 スポーツ少年団育成事業補助 665 Ａ 674 Ａ 685 Ｂ 

122 スポーツ課 体育協会補助 2,750 Ａ 2,750 Ｂ 2,745 Ｂ 

123 スポーツ課 全国大会等出場参加補助 1,285 Ａ 1,453 Ｂ 1,032 Ｂ 

124 スポーツ課 スポーツ交流大会開催事業補助 359 Ａ 431 Ａ 409 Ａ 

125 スポーツ課 ジュニアクラブ活動促進補助 100 Ｂ 100 Ａ 100 Ａ 

126 スポーツ課 わんぱく相撲大野場所開催事業補助 140 Ａ 140 Ａ 140 Ａ 

127 Ｂ＆Ｇ海洋センター 海洋センター活用促進事業 448 Ｂ 515 Ｂ 210 Ｂ 

128 Ｂ＆Ｇ海洋センター 少年の船参加事業補助 50 Ｃ 20 Ｂ - Ｂ 

129 Ｂ＆Ｇ海洋センター Ｂ＆Ｇ財団北陸ブロック連絡協議会負担金 10 Ｂ 10 Ｂ 10 Ｂ 

以上・スポーツ課分２２事業                                  単位は千円未満切り上げ 
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大野市教育理念について大野市教育理念について大野市教育理念について大野市教育理念について    
 

 大野市教育委員会では、人づくりの根幹は教育であるという考えのもと、平成 

２１年３月、大野市の全ての分野において取り組む基本となる｢大野市教育理念｣

を次のとおり定めました。 
 

明倫の心を重んじ 育てよう 大野人

おおのびと

 
 

 人としての生きる道を明らかにし、進取の気象を育てた明倫の心は、いつの時代 

においても変わらない大野の学びの原点です。 

 私たちは、この心を大切にして、優しく、賢く、たくましい大野人になるため、 

学び、育てることに努めていきます。 

平成２１年３月   大野市教育委員会 

 

 

 

明倫（めいりん）とは 
 

 

大野藩７代藩主土井利忠（1811～1868年）は、藩の政治や経済の建て直しには、 

新しい知識を学んだ人材が必要であるという考えに基づき、弘化元年(1844年)に 

藩校｢明倫館｣を開設しました。 

明倫館の｢明倫｣という言葉は、｢皆人倫
・

を明
・

らかにする所以なり｣に由来し、人の 

生きる道を明らかにすること、すなわち、人として守り、行うべき道を明らかにす 

ることを指しています。 

明倫館は、当時としては珍しく、武士の子弟に限らず、広く一般家庭の子供たち 

にも門戸を開いて学ばせていました。そして、ここで育った人材は、大野藩の商業 

や鉱業などを盛んにし、藩財政の再建に大きく貢献したといわれています。私たち 

は、この史実に基づいて、大野の教育の全てを貫く普遍の理念を｢明倫｣と定めま 

す。 

 

 

 

 

 

 

大野市教育委員会では、これからも機会をとらえ、この理念がめざす社会が実現

するよう、地域の教育力を高めるための努力をしていきます。 

 



和泉体育施設

公民館（９）

自然体験活動施設

文化会館

68

（付属施設）

本願清水イトヨの里

エキサイト広場総合体育施設

体育施設

博物館（７）

学校給食センター

生涯学習センター

視聴覚ライブラリー

図書館

青少年教育センター

小学校（１０）

幼稚園（５） ※私立幼稚園２

中学校（５）

指導係

学校備品の購入

スクールバスの運行管理

小中学校・幼稚園の教育・指導全般

食育及び学校給食

国際理解教育

(主な業務)

庶務係

施設係

教育委員会の会議の運営

規則等の制定・改廃

予算・決算の総括

学校施設の建設・維持・管理・補修

教 育 委 員 会 組 織 図

教育委員会
(教育長)

教育委員会
事務局

(課名)

教育総務課

(係名)

放課後子ども教室

社会教育係

青少年女性係

社会教育施設維持管理

生涯学習の推進

まちむらづくり運動の推進

青少年健全育成

女性・少年教育　青年活動の推進

Ｂ＆Ｇ海洋センター

スポーツ課

海洋センター事業の推進海洋センター係

国体準備係 国民体育大会の開催準備

社会体育係

体育施設の整備・維持・管理

各種大会の開催・運営

市史編さん室

国体準備室

文化課

社会教育課

上大納スポーツランド

文化係

文化財の保護・調査

文化公演事業

文化施設の整備・維持・管理

｢みんなでスポーツ｣実施
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